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電子入国カード、統計関連などの役に立つリンクをご紹介します。

電子入国カード　SGアライバルカード（英語、日本語も同じページから）　

https://eservices.ica.gov.sg/sgarrivalcard/

シンガポール・リワード

https://www.visitsingapore.com/ja_jp/deals/singaporewards/

シンガポール政府観光局　公式サイト　旅行者向けシンガポール入国条件（日本語、その都度更新）

https://www.visitsingapore.com/ja_jp/travel-guide-tips/travel-requirements/

シンガポール保健省　出発前PCR検査実施クリニックのリスト（英語）（PDF）

https://www.moh.gov.sg/licensing-and-regulation/regulations-guidelines-and-circulars/details/list-of-covid-19-swab-providers

入国管理局　シンガポールの入国に関する情報（英語）

https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart

在シンガポール日本大使館ホームページ　新型コロナウイルスに関する情報

https://www.sg.emb-japan.go.jp/itpr_ja/covid19.html

シンガポール保健省　新型コロナウイルス関連情報（英語）

https://www.moh.gov.sg/covid-19

シンガポール政府観光局のデータサイト「STAN（スタン）」（英語）

https://stan.stb.gov.sg

お役立ちリンク

2023 SINGAPORE TOURISM BOARD. ALL RIGHTS RESERVED. 情報はメールニュース配信時において正確なものであり有効です。

シンガポール政府観光局 (STB) は、ナショナル ジオグ

ラフィック・クリエイティブワークスとの連携キャンペー

ンである「UNSEEN/SINGAPORE」を発表しました。 この

キャンペーンは、冒険心のある東南アジアの写真家

の視点を通じてシンガポールの魅力を発信するもの

で、2月2日からオンライン上で楽しめるバーチャル写

真展を開催しています。

ナショナル ジオグラフィックとのコラボ：UNSEEN/SINGAPORE

UNSEEN/SINGAPORE は、以下６名の東南アジア出身の写真家によって撮影・キュレーションされた画像作品が

バーチャル展示されています。

•  Amani Azlin（マレーシア）

•  Tino Renato（インドネシア）

•  Chanipol Kusolcharttum（タイ） 

•  Pham Gia Tùng（ベトナム）

•  Gab Mejia（フィリピン）

•  Jayaprakash Bojan（シンガポール）

彼らは昨年半ばにシンガポールを訪れ、自然、歴史的建造物、文化的スポットや芸術などさまざまなエリアを巡

り、UNSEEN/SINGAPOREに向けた各自のビジョンを出し合いました。彼らが打ち出しているのは、日々の生活風

景から、沖合の島に広がる豊かな湿地や灯台など、これまでの有名観光地や象徴的な街並みだけではないシン

ガポールの魅力の数々です。

詳細はこちらから：
https://www.nationalgeographic.com/unseensingapore 

キャンペーンの舞台裏はhttps://www.facebook.com/VisitSingaporeMY でもご覧いただけます。

主なMICEイベントは以下の通りです。

5月9日～12日

10月25日～27日

Transport Logistic
https://transportlogistic.de/en/

ITB Asia

時期 イベント

今後の主なお祭りとイベントのスケジュールをご案内します。

フェスティバルとイベント

3月17日～

5月7日～21日

5月19日～6月4日

6月17日～7月9日

6月22日～25日

7月19日～30日

8月9日

9月15日～17日

ハリ・ラヤ・プアサ・バザー （会場：ゲイラン・セライ）

シンガポール・カクテル・フェスティバル

シンガポール国際芸術祭

ウエルネル・フェスティバル・シンガポール（会場：国内各地）

オリンピック・Eスポーツ・ウィーク

シンガポール・フード・フェスティバル

ナショナルデ―

F1シンガポール航空シンガポールグランプリ（会場：マリーナベイ）

時期 イベント & フェスティバル

2 0 2 3 年 3月より、「シンガポール・リワード

（SingapoReward）」キャンペーンが始まりました。こ

れは、次の4つの条件をクリアするとシンガポールで

無料の体験を楽しめるものです。

条件

1. 短期滞在者であること

2. 航空機で到着されていること

3. 初めてこの無料体験を受けること

4. VisitSingaporeアプリをダウンロードしてアカウントを作成すること（無料体験を受ける際に必要となります）

無料体験の内容

対象となる無料体験は下記の専用サイトから確認いただけます（内容は時期によって変更される場合もあります）。

ご参考までに、昨年スタートしたパイロット版の中からいくつか例をご紹介します。

• セントーサ動植物ナイトツアー

• カンポン・ギラム・ウォーキングツアー

• シンガポールの初期移民のウォーキングツアー

• パフュームワークショップ

• シンガポール動物園（朝食付き）

• タイガーブリュワリーツアー

• 中国茶の楽しみかた

• 夜の自転車ツアー

• 漢方の素材をつかった料理教室

詳細はこちらから：
https://www.visitsingapore.com/ja_jp/deals/singaporewards/

シンガポール・リワード　キャンペーン

2月13日より、シンガポールの感染症警戒レベル

（DORSCON）が最もリスクの低い「緑」に変更されま

した。これに伴い、同日よりシンガポールへの入国条

件と感染対策が次のとおり緩和されました。

ワクチンや事前検査の書類は不要となりました

• 短期滞在のワクチン接種済み（2回以上）の方の接種証明書は不要になりました。

• 短期滞在のワクチン未接種の方のコロナ陰性証明書と旅行保険は不要になりました。

• マスクの着用は、医療療養機関とコロナ患者のいる居住地などを除き任意になりました。

• トレース・トゥゲザー（接触追跡アプリ）は停止になりました。

なお、新規の永住権、長期パス保持者の入国、ワークパスの申請者など、長期滞在の方はこれまで通りワクチン接種

証明が必要です。

短期滞在者のご旅行の際にはこれまで通り、以下の内容が必要です。

• パスポートの残存期間は入国時に6か月以上あること。

• ビザが必要な国籍の方はビザを取得すること。

• オンライン出入国カードの「SGアライバルカード」を事前に提出すること。カードの提出は到着日を含め３日前か

らオンライン上で手続きできます。 https://eservices.ica.gov.sg/sgarrivalcard/

今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、入国条件が変更となる場合がありますので、ご出発前に確認さ

れることをおすすめします。

詳しくは入国管理局のサイトをご覧ください。
https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/entering-singapore

シェフや料理評論家など業界のプロが投票する「ア

ジアのベストレストラン50」の最新版が3月28日に

シンガポールで3年ぶりの対面式での発表となりま

した。

このランキングは、レストランランキングで有名な「世

界のベストレストラン50」のアジア版にあたるもので

す。

都市別ではシンガポールとバンコクが共に最多の9

軒の入賞で、ベスト50-100位にはシンガポールのレ

2023年の「アジアのベストレストラン50」
3月28日にシンガポールで発表

ストランは6軒入っています。

以下は2023年版のシンガポールレストランのランクです。（カッコ内は2022年のランク）

6位 オデット　（8）

11位 ラビリンス　（29）

17位 メタ　（20）　

21位 ゼン　（37）

24位 バーント・エンズ　（41）

25位 ユーフォリア

26位 クラウドストリート　（44）

27位 レザミ　（23）

36位 ボーン

なお、世界のベストランキング2022では、オデット（36位）、ゼン（70位）、バーント・エンズ（94位）、メタ（95位）が

100位内に選ばれています。

ちなみに、秋には「アジアのベストバー50」も発表予定で、前回はシンガポールの11軒のバーが上位50位にラン

クインしています。「世界のベストバー50」の授賞式がシンガポールにて10月17日に開催予定です。さらに、今年

は初めて「世界のベストホテル50」も発表される予定です。

プラナカン博物館は約4年の改修を終えて2月17日に

再オープンしました。パステルグリーンの色合いとと

もに真の美しさを誇ってきたネオクラシカルな歴史

的建物は、このたび内装もこれにふさわしい姿に生

まれ変わり、まさに“宝石箱”と呼ぶべき施設へと格上

げされました。

800点以上の展示品が置かれた館内は3つのフロア

に9つのギャラリーで構成され、ギャラリーごとにプラ

ナカン文化の異なる顔にスポットを当てています。そ

プラナカン博物館リニューアルオープン

のどれもが示唆に富み、考えさせられるものばかりです。３つのテーマ（「オリジン」、「ホーム」、「スタイル」）に

沿って展示が行われています。 

1階の「オリジン」では、プラナカン文化の歴史を理解できるよう大型のフォトウォールを設置しています。ここでは

プラナカンの家族やコミュニティの手によって彩色された写真や肖像画を展示することで、過去と現在を視覚的

に表現しています。また、プラナカンであることの意味とは？について興味深い考えをヒアリングしたインタビュー

映像も上映されています。

2階の「ホーム」では、家庭（食事、慣習、調度品等）を切り口にしたプラナカン文化を紹介しています。天井まで積

まれたニョニャ食器や、繊細なモチーフが描かれた陶器も必見です。また、長テーブルにさまざまな食器を並べ

た「トクパンジャン」と呼ばれる伝統的なテーブルセッティングもご覧になれます。

最終フロアの「スタイル」では、130点以上のバティックや刺繍が展示されています。初代首相リークアンユー夫人

が着用したチョンサム（チャイナドレス）や、国内外でヒットしたドラマ 『リトル・ニョニャ』に登場する繊細なビー

ズサンダルなど、ここは精巧なプラナカンファッションに魅了された人にとって夢のような空間です。このほか、伝

統衣装のサロン・クバヤ、男性用の衣装、アクセサリーなども展示されています。また、ダイヤモンドを散りばめた

ベルトから伝統的なヘアピンなど多彩なジュエリーを集めた新しいジュエリー・ギャラリーもぜひご覧ください。
https://www.nhb.gov.sg/peranakanmuseum/


